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1. はじめに 
近年，無線通信ネットワークの発達や，スマ

ートフォンなどの高性能な携帯端末の普及によ

り，インターネットを利用する機会がますます

増えている．これらの携帯端末は，携帯電話網

やWLAN (Wireless LAN)などの複数のネットワ

ークを利用することが可能であり，これらのネ

ットワークを，状況に応じて，効率よく，シー

ムレスに切り替えながら利用できることが求め

られている．特に，異種ネットワーク間をまた

いでシームレスに切り替えるには，その通信方

式としてMobile IPv6（MIPv6）を用いるのが一

般的である．MIPv6では，MN（Mobile Node）
は移動に関係なく利用できる，固有の識別子と

してのIPアドレスHoA （Home Address）を持

ち，通信相手CN（Correspondent Node）と通信

する時はこのアドレスを用いる． 
MIPv6による垂直ハンドオーバ処理例を，図 1

を用いて説明する．この図において，AP1
（Access Point）を携帯電話網のAP，AP2を
WLANのAPとする．MNはAP1と接続しており，

AP1からAP2のセル内に移動して，より高速な

AP2に接続を切り替えるとする．このとき，MN
はAP2内で使用するCoA2（Care of Address）を

生成する．これを，BU（Binding Update）メッ

セージを用いてHA（Home Agent）に通知する．

そして，通知を受け取ったHAはHoA宛に送られ

たパケットを代わりに受け取り，これにCoA2宛
のヘッダを付けて送る．その後，CNがMNを認

証し，MNのBUメッセージを受け取ると，CNは

CoA2宛のヘッダをパケットに付けてMNに直接

届ける．以上の処理によって，MNはどこに移動

しても，HoA宛のパケットを受信できる． 
しかし，この手法ではBUメッセージの通知や，

MNの認証に時間がかかり，ハンドオーバの処理

遅延が大きいという問題があった． 

 
 
 

 
図 1 MIPv6における携帯電話網と WLANでの垂

直ハンドオーバの例 

2. 従来方式 
そこで文献[1]では，低帯域だが，セル半径が

大きい無線インタフェースに常時接続したまま

垂直ハンドオーバを行う方式を提案している．

この方式では，MNがAP1のセル内からAP2のセ

ル内に移動する場合，MNは常時接続されている

AP1を用いた接続でBUメッセージを送ることが

できるため，CNはMNを再認証せずにパケット

をCoA2宛に直接送ることができ，ハンドオーバ

処理遅延は減少する．また，文献[2]では，MNが

AP2のセル内からセル外に移動する場合を考慮し

て，文献[1]の方式を改良している． 
さらに，文献[3]では，常時接続回線を利用し

て，非常時接続回線のAP2から他の非常時接続回

線のAP3に高速にハンドオーバする方式を提案し

ている．この方式では，MNはAP2からのRSS
（受信信号強度）を定期的に測定する．そして，

このRSSが，あらかじめ設定した閾値よりも小さ

くなった場合に，MNはAP2との接続が切断され

そうな状況にあると予測する．そして，常時接

続しているAP1との接続を用いて，BUメッセー

ジをHAとCNに送付することにより，AP2との

接続が完全に切断される前に，接続先をAP3に切

り替えることができる． 
しかし，この方式では，AP3からのRSSは考慮

していなかった．このため，AP2とAP3との距離

が近く，AP2とのRSSが閾値を下回る前に，AP3
からのRSSが高くなっても，AP2との接続を維持
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することになる．一般に，無線ネットワークで

は，通信距離が短ければRSSが高く，変調方式を

変更することによって，より高速に通信できる

場合がある．従って，AP3と高速に通信できる範

囲に入った段階で，接続を切り替えた方がより

高速に通信できることが期待される． 
3. 提案方式 
そこで本論文では，現在接続している AP から

の RSS だけではなく，近隣の AP からの RSS も

測定し，より高速に接続できる AP に早めに切り

替えることで文献[3]の方式を改良する． 
すなわち，提案方式では，MNが接続中のAP2

の通信速度が低下する毎に AP3 の RSS を測定す

る．そして，この値から AP3 の通信速度を評価

し，これが接続中の AP2 の通信速度以上であれ

ば，AP3 に接続を切り替える． 
例えば，図2おいて，網掛けの領域を，AP2か

らの RSS が閾値を下回る領域とし，斜線の領域

を，前述の閾値を下回る前に AP3 と高速に通信

できる領域とする．また，通信可能な最大速度

と RSS の関係が表 1であったとすると，MN は

AP2 からの RSS が-74dBm から-82dBm に低下

した際，通信速度が 24Mbps から 6Mbps に低下

したと判断する．このとき，AP3 からの RSS を

受信し，それが-74dBm を上回っていることから，

AP3 の通信速度は 24Mbps と評価して，AP3 に

ハンドオーバする．従来方式では MN が網掛け

の領域に入るまでハンドオーバしないが，提案

方式では斜線の領域に入るとハンドオーバする

ため，高速で通信できる期間が長くなる． 

 
図 2 提案方式によるハンドオーバ例 

4. シミュレーション実験 
提案手法の有効性を確認するため，従来方式，

提案方式のスループットを比較するシミュレー

ション実験について述べる．図 3に，実験で用い

るネットワークトポロジを示す．この図におい

て，AP1はW-CDMAの基地局を，AP2，AP3は

IEEE 802.11a のアクセスポイントを表し，前者

で常時接続回線を，後者で非常時接続回線が提

供されるものとする．そして，MN は AP2 と

AP3 を結ぶ直線上の線分 PQ 上を点 P から点 Q
に向かって 1m/s の速度で直進する．ここで，線

分 PQ の長さは 300m とし，同線分の中点は，

AP2 と AP3 の中点と一致するものとする． 
表 1 最大通信速度と RSSの関係例 

通信速度（Mbps） RSS（dBm） 
54 -65 
36 -70 
24 -74 
6 -82 

 
図 3 実験トポロジ 

5. まとめ 
本論文では，常時接続回線を用いた MIPv6 の

ための，非常時接続回線間のハンドオーバのた

め，近隣APのRSSを受信する方式を提案した． 
今後，シミュレータを実装し，提案方式の性

能を評価する．また，MN や非常時接続回線を増

やし，実際の環境を考慮したうえで提案方式の

有効性を確認する必要がある． 
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